
　農林業向けの環境制御盤を開発・製造販売する
オムニア・コンチェルトは、セメント大手の住友大阪
セメントと共同で、同社栃木工場の木質バイオマス
発電所から排出されるCO2をスギ苗木の育成に活
用する実証を始める。
　セメント製造工程では原料焼成等でCO2が発生
するが、これをゼロにするのは現実的に難しい。住
友大阪セメントでは、自社工場向けの電力調達に
木質バイオマス発電を採用するなどしてCO2排出
量削減を図るとともに、事業全体で発生するCO2
の有効活用策も模索してきた。
　一方、政府は花粉症対策のため、現状のスギ人
工林を2030年までに約2割、2050年までに約5
割少花粉品種に植え替える方針を掲げている。さ
らにはバイオマス発電向けの木質チップや建築資
材、光合成によるCO2吸収など、環境志向の高ま
りに付随したスギ苗木需要も増加すると見込まれ
ている。
　そこで、木質バイオマス発電由来のCO2をスギ
苗木の生育促進に利用、成長したものを山林に植
樹し、伐採後は木質チップや木材として活用する、
サーキュラーエコノミーを実現しようというのが両
社の計画だ。加えて、一般にスギ苗木を植樹可能
なサイズにまで成長させるには2年程度を要する
が、CO2施用で苗木の育成スピードを速め、雑草
処理などで最も手間やコストがかかる5年程度の
期間を短縮する目的もある。
　今回の実証では、バイオマス発電由来の低濃度
CO2から浄化装置によってCO、NOx、SOxなど
の不純物を除去し、木製農林業ハウス内のスギ苗

木に与えた場合の成長促進効果を検証する。ハウ
ス内を遠隔監視・制御することで、CO2濃度、温
度、湿度、LEDライト（照度）、灌水等を最適な環境
に整える。一連のシステムにはオムニア・コンチェ
ルトの設備・技術が活用される。
　実証は2025年3月から約1年間実施する予
定。今回の試みを足掛かりとして、バイオマス発電
との組み合わせによる新たなCCSの形を提案する
とともに、地域の森林再生や雇用確保にも貢献し
ていきたい考えだ。

バイオマス由来CO2でスギ苗木育成
住友大阪セメントと実証に着手

オムニア・コンチェルト

　PSAメーカーのコフロックは食品製造業者向け
に水素・窒素発生装置『Dr.ONE SEVEN（ドク
ターワンセブン）』の営業活動を進めている。既に
食品業界の展示会などにも製品を出展しており数
十件の引き合いを受けているという。船井厚志フ
ローシステム事業部事業部長は「品質保持や消費
期限延長を目的にプライベートブランドにガス置換
後のリークテストを希望する小売業の方が増えて
いる。その要望を受けた食品製造業者が当社に問
い合わせし引き合いが増えてきている」と市場動
向について述べる。
　食品包装のリークテストはビニールなど包装材に
食品を入れ空気を不活性ガスに置換。シール不良
やピンホールなどで置換したガスが漏れていない
か個別、ロットごとにリーク検知器等で確認する。
その際、不活性ガスとしてヘリウムガスを用いるこ
とが多かったが、ヘリウムタイトに伴う価格の高騰
が続いている。食品製造業者各社は、製造コスト
を抑えるためヘリウムに代わるガスを探してきたと
いう。そのひとつが水素・窒素混合ガスである。
　同社が展開する『Dr.ONE SEVEN』は窒素発生
装置と水電解式水素発生ユニットを組み合わせた
水素・窒素混合ガス発生装置である。コンプレッ
サーも一体化しており電源と精製水さえあればど
こでも使えるオンサイト型である。
　最大の特徴はマスフローコントローラーを搭載し
ていることによりガスの流量や混合率を調整できる
点だ。船井事業部長は「慢性的なヘリウムタイトに
より水素・窒素をヘリウム代替としてリークテストに
用いるケースが増えている。当社製品以外でも市

　50年以上の歴史を持つスイスの相対湿度計ブ
ランドのロトロニックは、独自開発の高分子薄膜静
電容量式のセンサーチップを採用した高精度の相
対湿度測定と様々なアプリケーションに対応できる
柔軟性の高さに強みを持つ。日本では2017年よ
りミッシェルジャパン（当時）が販売窓口となり、
PSTジャパンとなった現在も、性能の良さから食品
や薬品、化粧品の研究開発から製造現場、ストック
ヤード、輸送まで、製品の一連の流通過程におい
ても販売を伸ばしている。
『HygroFlex5』（ハイグロフレックス5）は、プ
ローブ別体型の相対湿度・温度変換器で、組み合
わせるHC2Aプローブシリーズは独自開発のセン
サーチップ『AirChip3000』を採用し相対湿度測
定の最高精度±0.8％RHを実現する。多種多様
なプローブとフィルターを揃えていることが特徴
で、ケーブル付プローブや延長ケーブルを選択す
ることで直接製造装置に挿入することも可能。壁
面取り付けから装置組み込み、遠隔監視などの常
設用途に適した導入の自由度が高い。センサーは

場投入されているものはあるが、窒素・水素それぞ
れのシリンダーからガスを混合する混合装置やそ
れぞれのガス発生装置を組み合わせた機器など
で、ガス発生から濃度、流量コントロールまでオー
ルインワンで対応できる装置はなかった。マスフ
ローコントローラーメーカーとして当社がこれまで
培ってきた流量・混合率調整技術を食品分野でも
展開していきたいと考えている」とする。
　流量は水素が0.1～2.0SLM（ℓ/分）、窒素が
2.5～48・0SLM、混合ガスとしては2.6～50・
0SLMとしている。サイズはW1200×D840×
H1590mm。なお、1Nm³水素・窒素混合ガスを
発生させるために約1・36kWの電力と約30ccの
精製水が必要となる。今後、他の様々な機能を持
つ混合ガス発生装置についても開発していきたい
意向を示している。

フィルターを採用することで耐久性が増し、SUSボ
ディの場合100℃以上の高温に対応、食品製造ラ
インの消毒等、腐食性液の使用にも耐え、国内大
手乳製品製造会社のチーズ製造プロセスに採用さ
れる決め手にもなった。担当したセールスエンジニ
ア中川翔太氏は「高温に対応でき、過酷な環境下
でも使用できる機種は少なく、コストメリットがあ
る」とする。製造ラインだけでなく、温湿度管理が
肝心なチーズやワインの熟成庫や倉庫、ビニール
ハウスやサイロ、美術館等
の絵画や収蔵品、文化財、
資料の保護における温湿
度管理にも適している。ま
た、特殊用途ビルの空調
設備の温湿度管理にも採
用されている。

水素・窒素混合ガスを食品包装リーク
テスト用途に営業注力

品質保証、乾燥や発酵熟成プロセス
等、厳密な温湿度管理に最適
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実証設備となる木製ハウス

食品製造業者向けに
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ワイン倉庫（フランス）での採用例

チーズの熟成庫は専門的な温湿度管理が必要
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